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重点努力事項(学力向上に関する事項) 

(１)１人１台学習者用コンピュータの活用 

(２)「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

…平和教育研究実践効力校としての対話型授業の実践を強みに 

(３)毎時間を「４５分完結」で勝負するプロの教師 

(４)「聞く・話す・読む・書く」の言語活動の基本的能力の育成 

(５)読書活動の充実 

(６)学力向上部からの提案事項の共通実践 

 

児童の実態(令和７年度全国学力・学習状況調査、県学力調査より) 

国語科、算数科、理科のすべての教科において、全国・県平均を上回っている。国語科、算数

科はすべての設問において、全国・県の正答率を上回っている。ただし、以下のような課題もあ

る。 

● 正答数分布グラフによると、学力の二極化傾向がやや見られる。 

● 国語の回答時間が十分であったと感じている児童の割合がやや少ない。 

 ● 自分の考えを発表する機会では、考えがうまく伝わるように、資料や文章、話の組み立て

など工夫している児童の割合がやや少ない。 

 ● ICT 機器を使って情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）

ことができると感じている児童の割合がやや少ない。 

● 学習における ICT機器の活用について、 

「自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる」と感じている児童がやや少ない。 

 

改善策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 
やさしさと思いやりで、笑顔がいっぱい 

～認め合い、励まし合い、ステップアップ山里っ子～ 

□ 教材文や問題文に線を引いたり丸で囲んだりすることを指導することで、文章の内容

を捉えることができるようにする。 

□ 板書にめあてとまとめを明記し、１単位時間の学習内容を実感できるような構造的な

板書に努める。 

□ 根拠を示しながら説明したり、友達と考えを交流したりする活動を重視する。 

□ 授業における振り返り活動を重視することで、学習内容を実感し、活用につながるよ

うにする。 

□ 授業の中で１人１台学習者用コンピュータを活用する機会を作る。 

□ AI型教材「Qubena」を活用して、児童の実態を把握するとともに、個に応じた指導

ができるようにする。 

□ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図る。 

□ ユニバーサルデザインに基づいた授業や教室環境に努める。 

□ 「家庭学習ガイド」を保護者に配付し、家庭学習の充実を図る。 

□ 学校保健委員会と連携し、「元気アップカード」「ノーメディアデー」などの取組を進

めることで、基本的な生活習慣の定着を図る。 


